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第１ 令和７年度環境局決算の概要 

 

Ⅰ．総括 

少子高齢化など社会経済情勢の変化だけでなく、近年、地球温暖化による気候変動の影

響の顕在化や、廃棄物の発生抑制・資源循環の要請、都市近郊に広がる里山の荒廃や外来

生物の分布拡大による生物多様性の損失への対応など、本市の環境行政を取り巻く情勢は

変化している。 

このような情勢を踏まえ、令和７年度は、本市の環境施策の基本的方針を定めた「神戸

市環境マスタープラン」及び、具体的な施策や目標を示す３つの計画（「神戸市地球温暖化

防止実行計画」、「神戸市一般廃棄物処理基本計画」、「生物多様性神戸プラン」）の改定を実

施した。 

今後とも、望ましい環境像である「豊かな海と山のめぐみを次世代につなぐまち ～資源

循環都市 Re:KOBE～」の実現に向けて取り組み、将来にわたって神戸の豊かな海と山のめ

ぐみを享受し続けることで、Well-being（市民一人ひとりの質の高い生活）を実現してい

く。 
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Ⅱ．主要事業の概要及び成果 

１ カーボンニュートラルの実現 

（１）脱炭素型ライフスタイルへの転換  38,014 千円 

市民団体や事業者など多様な主体による先進的かつ創造性に富んだ脱炭素化の取

組を支援するため、令和７年度は新たに学生枠を設け、「KOBE ゼロカーボン支援補助

金」を実施するとともに、過去の採択団体等を対象とした交流会を開催し、取組の共

有やネットワーク形成を促進した。 

また、市民、事業者の脱炭素化の取組を支援する情報をホームページで発信したほ

か、NPO と連携し、児童館や地域交流センターでカーボンフットプリントなどの環境

ラベルを活用した脱炭素行動につながる啓発を行った。 

 

（２）産業の脱炭素化の促進  1,980千円 

兵庫県等と連携し、脱炭素経営の重要性や省エネルギーの推進、再生可能エネルギ

ー導入の実践手法について学び、具体的な行動につなげることを目的とした「脱炭素

経営スクール」を開講し、参加企業の知識・理解の向上を図った。 

また、神戸商工会議所やこうべ産業・就労支援財団と連携し、市内中小企業に対

し、セミナーを開催し、企業の脱炭素化の支援制度を紹介するなど、自主的・継続

的な脱炭素経営の推進に向けた支援を実施した。 

 

（３）クリーンエネルギーの利用推進 

①再生可能エネルギーの拡大  757,556 千円 

再生可能エネルギー導入目標（令和12年度500MW）の達成に向け、自然環境や景観へ

の配慮を前提として、建物屋根上を中心とした太陽光発電設備の導入を推進するため、

令和６年９月に選定されたポートアイランドの「脱炭素先行地域」において、国の交

付金を活用し、需要家による太陽光発電設備等の導入を支援した。 

また、家庭部門における再生可能エネルギーの導入促進については、市民が太陽光

発電設備を安心・安全かつ経済的に導入できるよう、他自治体と連携した共同購入事

業を引き続き実施した。 

さらに、次世代技術の導入促進に向けて、ペロブスカイト太陽電池の神戸空港への

導入実証を実施したほか、未利用エネルギーのさらなる活用を図るため、令和６年度

に実施した市内河川における小水力発電導入可能性調査の結果を踏まえ、事業化に向

けた流量調査等を実施した。 

西クリーンセンターで発電した余剰電力について、バイオマス由来分を含むカーボ

ンフリー電力として、本市施設へ自己託送を実施し、環境価値の高い電力の地産地消

と安定的な電力確保を推進した。 
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②水素エネルギーの利用促進  137,490 千円 

ポートアイランドの水素ガスタービン発電設備「水素コージェネレーションシス

テム（CGS）」を活用したエネルギー供給の実証事業において、液化水素ポンプを用

いた水素燃料供給システムによる水素発電に世界で初めて成功した。 

また空港島の液化水素荷役基地「Hytouch 神戸」を活用した水素関連技術の研

究・開発について、先進的な実証事業への支援を継続した。 

モビリティ分野においては、燃料電池（FC）商用車の導入に先駆的に取り組む事

業者に対し、県市協調による導入支援を行い、関西初となるFCトラックが導入され

たほか、燃料電池自動車（FCV）の普及拡大に不可欠な水素ステーションの整備を支

援し、新たに1か所灘区に開設されるなど水素モビリティの利用環境の充実を図っ

た。 

また、英国アバディーン市との国際的な水素パートナーシップ「H2 Twin 

Cities」をはじめとする国際連携を推進し、水素利活用に関する知見の共有を図る

とともに、バンドー神戸青少年科学館のリニューアルに合わせ、水素関連の展示を

設置、イベントを行うなど、市民や事業者の意識醸成に取り組んだ。 

 

③電動車の普及促進  90,645 千円（一部再掲） 

運輸部門における温室効果ガス排出量の削減を図るため、電気トラックや電気バ

イクなどの電動車を導入する事業者に対し、県市協調による導入支援を実施したほ

か、FCVを購入する個人に対する市独自の補助の実施により電動車の普及促進に取り

組んだ。 

さらに、電動車の普及啓発イベント等を通じて、災害時に非常用電源としても活

用できる電動車の強みを引き続き発信し、電動車の普及促進を図った。 

 

（４）二酸化炭素吸収・固定の促進  84,917千円 

新たな二酸化炭素吸収源として注目されているブルーカーボンの創出・拡大を図

るため、市民団体や事業者による藻場の保全・育成を支援した。 

また、取組のさらなる拡大を目指し、藻場の形成が期待される海域を示したポテ

ンシャルマップを作成するとともに、ホームページ等を活用した普及啓発を実施し

たほか、新たな藻場造成の取組として、大学や企業が連携して実施した工事用船舶

を活用したワカメ育成の実証実験に協力した。 

さらに、世界初となる淡水域における水草等による二酸化炭素の吸収・貯留量の

評価を継続し、ブルーカーボンの新たな可能性に関する知見の蓄積を進めるととも

に、海岸漂着海藻の有効活用手法の検証を進めた。 

 

（５）KOBEクールオアシスの展開  1,713千円  

夏の厳しい暑さによる熱中症リスクの軽減を図るため、市内の薬局、郵便局、コン

ビニ等の協力のもと、冷房の効いた施設を外出時の一時休息所として提供する「KOBE

クールオアシス」を展開し、令和７年度は広報媒体を活用し、認知拡大を図るととも

に、より多くの市民に利用いただけるよう674店舗まで拡大した。 
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２ ごみの減量と資源の循環 

（１）まわり続けるリサイクルの推進  43,476千円 

質の高いリサイクルの推進と、ごみ出しを通じた新たな地域交流の創出を目的とす

る「エコノバ（資源回収ステーション）」について、地域拠点施設に加え、空き家や

空きテナント等も活用し、設置箇所数を45か所から70か所へ拡大した。また、洗剤や

シャンプーなどの使用済みつめかえパックの水平リサイクルを目指す「つめかえパッ

クリサイクルプロジェクト」や乳酸菌飲料容器、使用済み使い捨てカイロや廃食用油

の回収など、企業と連携した先進的な取組を実施し、エコノバの認知度向上及び利用

者の拡大を図った。 

さらに、家庭から排出されたペットボトルを水平リサイクルする「ボトルtoボトル

事業」を実施し、プラスチック資源の循環を推進した。 

 

（２）リチウムイオン電池等の回収・資源化  7,048千円 

ごみ処理施設等における発火事故の防止と資源循環の推進を図るため、処理過程に

おいて発火の危険性がある小型充電式電池（リチウムイオン電池等）について、「電

池類回収ボックス」による回収を実施し、安全かつ適正な資源化を推進した。 

 

（３）家財のリユース促進 

リユースプラットフォーム「おいくら」や不要品情報掲示板サイト「ジモティ

ー」、その実店舗である「ジモティースポット神戸ジェームス山店」と連携し、家

具・家電・衣類などのリユース促進を行ったほか、空き家の家財整理や遺品整理等に

課題を抱える市民が安心して利用できるよう、すまいるネットと連携し「家財の片付

けサポート事業」を実施し、家財のリユース促進を図った。 

 

（４）こうべキエーロの推進  6,547千円 

家庭ごみの中で大きな割合を占める生ごみの減量を推進するため、小学校におい

て、給食残渣をコンポストの一種である「こうべキエーロ」で分解し、有機農業者

の協力のもと、その土を活用した野菜づくりを行うなど資源循環を体験的に学ぶ環

境教育プログラムを実施した。 

また、兵庫県立大学、ネスレ日本株式会社と連携し、抽出後のコーヒー粉をキエ

ーロで分解させ、資源循環を目指す「こうべキエーロコーヒープロジェクト」を開

始するなど「こうべキエーロ」のさらなる普及促進に取り組んだ。 

 

（５）食品ロスの削減  2,348千円 

家庭で利用していない食品を福祉団体・施設等に寄付するフードドライブの実施

店舗を拡大するとともに、食品ロス削減に取り組むフードバンク団体を支援した。 

あわせて、本市から全国へ取組が広がった「てまえどり」について、小売店舗と

連携した普及啓発を行ったほか、神戸市食品ロス削減協力店を中心に、外食時の食

べ残しの持ち帰りを促進する「mottECO（もってこ）」の普及に取り組むなど、市民

や事業者の食品ロス削減に対する意識醸成と行動変容を促進した。 
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（６）事業系ごみの資源化・減量化  1,395千円 

事業系可燃ごみの資源化及び減量化を推進するため、大規模事業者に対し廃棄物

の減量等に関する計画書の提出を求めるとともに、必要に応じて立入調査や排出指

導を実施するなど、可燃ごみに含まれる資源化可能な紙類やプラスチック類の分別

徹底に取り組んだ。 

特に、資源化可能な紙類については、事業系可燃ごみの排出実態を把握し、効果的

な資源化施策につなげることを目的として展開調査を実施した。 

 

（７）不法投棄防止対策  9,942千円 

山間部など人の目が届きにくく不法投棄が多く発生する地域において、24時間監

視が可能な不法投棄防止カメラと取り外し可能な電池式カメラを効果的に運用する

とともに、パトロールを実施している監視員と地域との連携強化を行うなど、不法

投棄の防止に努めた。 

 

（８）繁華街における環境美化対策  5,214千円 

三宮駅周辺の繁華街において、一般廃棄物収集運搬許可業者やビルオーナーと連

携し、一般廃棄物収集運搬許可業者と契約せずに事業系廃棄物を排出している未契

約事業者の調査や通報等に基づくごみの開封調査や訪問指導を行うなど、適正排出

の徹底に取り組んだ。 

また、サンキタ通りにおいて事業系ごみの排出実態調査を実施するとともに、監視

カメラを設置し、ごみの排出量が多い箇所や時間帯、不適正排出が発生しやすい場所

の把握に努めた。 

 

（９）路上喫煙・ぽい捨て防止対策  119,636千円 

「路上喫煙禁止地区」において、路上喫煙防止指導員による巡回指導や過料徴収

を実施し、路上喫煙の防止と喫煙マナーの徹底を図るとともに、民間事業者に対す

る喫煙所整備補助金の対象経費を整備費に加えて維持管理費にも拡充し、三宮地区

において新たに３か所の民間喫煙所を確保した。 

さらに、「ぽい捨て防止重点区域」においては、清掃活動と併せて注意・指導を行

う民間啓発員を効果的かつ効率的に配置するなど、路上喫煙及びぽい捨て防止に向け

た指導・啓発を強化した。 

 

（10）クリーンステーションの管理支援  42,557千円 

近年の社会情勢の変化に伴い、掃除当番の担い手不足やごみ出しルール違反、鳥

獣被害などにより、地域におけるクリーンステーションの管理負担が増大している

中、各種課題に対する側面的な支援を実施し、管理負担の軽減に取り組んだ。 

また、外国人向けごみ出しルール・マナーの周知については、やさしい日本語や

多言語による情報発信を進めるとともに、日本語学校等との連携を強化し、留学生

向けのごみ出しルール動画の作成や二次元コードを活用した情報提供など、効果的

な啓発を実施した。 
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（11）クリーンセンターの業務効率化及び計画的な施設整備  5,625,486千円 

クリーンセンター等における業務の効率化を図るため、新たに苅藻島クリーンセ

ンター及び布施畑環境センターにおいて、計量等業務への民間活力の導入を進め

た。 

また、廃棄物処理施設の計画的かつ効率的な維持管理を推進するため、竣工から24

年が経過した東クリーンセンターの大規模改修を進めることで施設の長寿命化を図

るとともに、落合クリーンセンターの老朽化対策に向けた改修工事の調査・設計を実

施した。 
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３ 自然との共生 

（１）生物多様性保全の推進 

①自然共生サイト（OECM）を活用した里山保全活動の推進（一部再掲）108,586 千円 

生物多様性の保全に重要な区域として国の「自然共生サイト」※１の認定を受ける

とともに、国連のOECM※２データベースにも登録されている北区山田町の小河山林及

び周辺棚田を実証フィールドとして活用し、学生、市民団体、大学等と連携しなが

ら、里山のモデル的な再生、生物調査、耕作放棄地の再生等に取り組んだ。 

また、自然共生サイトへの認定を契機として、企業等からの関心が高まっているこ

とを踏まえ、新たな里山管理活動の担い手の確保や活動への経済的支援の拡大につな

げるため、市民団体等の活動拠点や来訪者の見学・体験の拠点となる「KOBE里山自然

共生センター」を整備した。 

 

※１ 自然共生サイト 

…市民、企業、団体、自治体等によって生物多様性が保全されている区域を環境省

が認定する仕組み。 

※２ OECM（Other Effective area based Conservation Measures） 

…新たな生物多様性の世界目標である「30by30目標」（2030年までに各国の陸と海

の各々30%以上の面積を保全する世界目標）の達成に資する生物多様性の保全が図

られていると認められる地域で、国連のデータベースに登録される地域。 

 

②環境 DNA 分析を活用した生物調査の実施  2,849 千円 

豊かな海づくりの実現に向けて、垂水処理場における栄養塩類管理運転による海域

への影響・効果を定期的に確認するとともに、近海の魚類の生息状況を把握し、生物

多様性の変化を評価・検証するため、環境 DNA 分析を継続的に実施し、稚魚等の成育

の場となる藻場の保全・育成を推進した。 

 

（２）外来生物・有害鳥獣対策の推進  66,106千円 

生態系被害の防止及び生物多様性の保全を図るため、特定外来生物の防除、市民

団体等が実施する防除活動に対する支援を行うとともに、センサーカメラを活用し

たニホンジカやツキノワグマの生息状況の調査・監視を実施するなど、野生鳥獣に

よる被害の防止に取り組んだ。 

さらに、スマートフォンアプリを活用した市民参加型の生物調査や、LINEを活用し

た外来生物通報システムの運用を進めるとともに、外来生物展示センターの利用促進

を図ることで、外来生物や野生鳥獣による課題への理解を深めた。 
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（３）環境活動の推進  17,347千円 

地球温暖化、生物多様性の保全、資源循環などの環境課題について、市民の総合

的な理解を促進するため、体験型・参加型イベントの開催をはじめ、市内で展開さ

れている環境活動の情報発信や動画を活用した環境学習講座を実施した。あわせ

て、ホームページやSNSを活用し、環境に関する知識や神戸を取り巻く環境課題につ

いて、いつでも学ぶことができる機会の充実を図った。 

また、SDGsの達成に資する優れた取組を行う団体及び個人を表彰する「神戸SDGs表

彰」を実施するとともに、その活動内容を広く市民に発信することで、SDGsに対する

理解促進と意識向上を図り、持続可能な社会の実現に向けた行動変容を促進した。 
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４ 安全・安心で快適な生活環境の維持 

（１）土砂の不適正処理の防止及び太陽光発電施設の適正な設置  111千円 

市民生活や自然環境に影響を及ぼすおそれのある土砂埋立て行為に対し、事業規

模に応じた環境影響調査、保証金の預入れ、水質調査及び廃棄物混入の確認等を義

務付けた「神戸市土砂の埋立て等による不適正な処理の防止に関する条例」（土砂

条例）を厳正に運用するとともに、必要に応じて立入検査を実施するなど、不適正

な土砂埋立ての防止及び生活環境・自然環境の保全に取り組んだ。 

   また、大規模太陽光発電施設に対し、廃棄等費用の事前積立や残置森林の確保等を

義務付けた「神戸市太陽光発電施設の適正な設置及び維持管理に関する条例」（太陽

光条例）を厳正に運用するとともに、条例制定前に設置された施設を含むすべての事

業者に対して維持管理状況等の報告を求めた。さらに令和７年７月に太陽光条例を改

正・施行し、規制対象区域の拡大等を行い、安全な市民生活及び良好な自然環境の確

保に向けた一層の推進に努めた。 

 

（２）アスベスト対策  1,789千円 

大気汚染防止法に基づき、建築物等の解体・改修工事に伴うアスベストの飛散防

止を徹底するため、事業者から提出されるアスベスト事前調査結果や除去作業計画

等について厳正な審査を実施した。 

また、アスベスト飛散のリスクがある解体工事現場に対して立入調査を行い、大気

汚染防止法に基づく作業基準の遵守状況を確認するとともに、大気中のアスベスト濃

度測定を実施するなど、飛散防止対策の徹底を図った。 
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〇ごみ処理                              （単位：ｔ） 

総 量 

収 集 量 処 理 量 

家庭系 

事業系 焼 却 埋 立 資源化 
燃える 

ご み 

燃えない 

ご み 
大型ごみ 資源ごみ 

435,781 216,460 10,829 5,530 24,768 178,194 390,690 13,646 24,680 

 （注）資源ごみは、缶・びん・ペットボトルと容器包装プラスチック 

 

 

〇し尿処理            （単位：キロリットル） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総 量 

（処理量） 

し  尿 浄化槽汚泥 

そ の 他 家庭系 事業系 

17,826 1,108 765 15,953 





    

    

    



    

    



    





    

    

    

















    

    







   

    

    

     

   

   

    

   

    

    

   

   

   

    

     

     

    

     

     

     

     

   

   

    

   





    

    

    



    

    



    

    

    



    



    

    



    

    

 

    

    

    



    

    

    






   

   

   

    

    

    

     

    

    

    

     

    

     

    

    

     

   

   

    

   

   

   

    

   

   

   

    





    

    

    



    

    



    





    



    

    

    

    









   





    

    

    

    

    

    

     

   

    

    

   

    

    

   

   

   

    

    

    

    

   

    











（参考）都市整備等基金による土地の先行取得状況 

 

事業名（用途） 
令和 8年 3月 31 日現在残額 

令和７年度末時点 
の利用状況 

買戻し予定  

面積 ｍ２ 
（金利額） 外書 

金額 円 

東灘事業所 206.77 
（20,674,510） 

78,195,253 
 

東灘事業所として

使用 

令和 17 年度買戻し 
完了予定 




